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の
水
爆
実
験
で
被
爆
し
、
平
塚

市
出
身
の
乗
組
員
も
白
血
病
で

死
亡
し
た
。
昨
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

「
第
四
の
被
曝
」
と
し
て
放
送

さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
市
民

に
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
さ
れ
て
い

な
い
。
本
市
の
平
和
事
業
に
盛

り
込
め
な
い
の
か
伺
う
。

総
務
部
長

　
本
市
の
平
和
意
識

普
及
・
啓
発
事
業
に
取
り
入
れ

る
想
定
は
し
て
い
な
い
が
、
核

兵
器
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
を
市
民
と
共
に

進
め
て
い
き
た
い
。

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

問
　
７
月
の
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
の
争
点
は
、
消
費
税
減
税

や
、
ガ
ソ
リ
ン
減
税
な
ど
で

あ
っ
た
。
市
長
は
選
挙
の
結
果

を
ど
う
受
け
と
め
て
い
る
の
か

申
請
を
行
っ
た
。
有
権
者
で
あ

る
市
民
も
議
会
も
、
市
の
負
担

が
85
％
に
ま
で
な
っ
て
い
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

企
画
政
策
部
長

　
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
は
満
額
を
も
ら

え
な
い
交
付
金
で
あ
る
。
県
の

市
長
会
を
通
じ
て
、
交
付
割
合

や
交
付
額
の
確
保
な
ど
を
要
望

し
て
い
る
。

水
難
事
故
対
策
は

問
　
海
岸
開
発
は
「
海
へ
の
親

水
性
を
高
め
る
」
と
し
て
進
め

て
き
た
が
、
龍
城
ケ
丘
は
安
全

に
遊
泳
で
き
る
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長

　
本
市
の
海
は

海
水
浴
場
を
除
き
、
遊
泳
に
は

適
し
て
い
な
い
た
め
、
波
打
ち

際
で
遊
ぶ
際
も
注
意
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。

問
　
施
設
内
に
は
ア
ル
コ
ー
ル

を
提
供
す
る
テ
ナ
ン
ト
は
入
っ

て
い
る
の
か
。
龍
城
ケ
丘
の
海

岸
で
溺
れ
て
い
る
人
を
発
見
し

た
場
合
、
誰
に
知
ら
せ
れ
ば
い

い
の
か
。
酔
っ
て
海
に
入
っ
た

場
合
は
溺
れ
る
リ
ス
ク
が
高
ま

る
が
、
そ
の
危
険
性
に
つ
い

て
、
市
は
ど
の
よ
う
な
考
え
を

持
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長

　
海
岸
の
自
由

利
用
の
観
点
か
ら
、
海
辺
の
事

故
に
つ
い
て
は
原
則
自
己
責
任

と
考
え
て
い
る
が
、
ア
ル
コ
ー

ル
の
提
供
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
海
辺
で
の
遊
び
方
に
つ
い

て
は
、
注
意
喚
起
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
事
故
を

目
撃
し
た
場
合
は
、
１
１
９
番

通
報
に
よ
り
消
防
に
連
絡
す
る

こ
と
が
最
優
先
で
あ
る
。

問
　
１
９
４
５
年
７
月
の
平
塚

大
空
襲
に
続
い
て
、
８
月
６
日

は
広
島
県
に
、
９
日
に
は
長
崎

県
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ

た
。
今
年
、
戦
後
80
年
を
迎
え

た
こ
と
に
つ
い
て
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

市
長

　
戦
争
の
記
憶
が
次
第
に

薄
れ
て
い
く
こ
と
を
危
惧
し
て

い
る
。
本
市
で
は
１
９
８
５
年

に
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
を
宣

言
し
て
以
来
、
平
和
意
識
を
普

及
・
啓
発
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
る
。
核
兵
器
の
な
い
社
会

の
実
現
に
向
け
、
平
和
の
尊
さ

を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く

こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

問
　
１
９
５
８
年
に
南
太
平
洋

を
航
行
し
て
い
た
海
上
保
安
庁

の
測
量
船
や
巡
視
船
が
、
米
国

問
　
７
月
30
日
の
津
波
警
報
発

表
時
に
、
帰
宅
困
難
者
の
一
時

滞
在
施
設
と
し
て
、
ラ
ス
カ
平

塚
や
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
を
開

放
し
た
が
、
夕
方
に
は
閉
鎖
し

た
。
な
ぜ
電
車
の
運
行
が
再
開

す
る
前
に
、
閉
鎖
の
判
断
を
し

た
の
か
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監

　
Ｊ
Ｒ
東

海
道
線
を
含
む
公
共
交
通
機
関

の
運
行
状
況
を
知
ら
せ
、
午
後

６
時
時
点
で
滞
在
者
が
い
な
く

な
っ
た
た
め
閉
鎖
し
た
。

問
　
鎌
倉
市
役
所
に
は
最
大
５

６
６
０
人
が
避
難
し
、
庁
舎
や

議
場
に
滞
在
し
た
。
収
容
人
数

が
増
え
た
場
合
を
想
定
し
、
本

市
も
市
庁
舎
本
館
を
一
時
滞
在

施
設
に
指
定
す
る
こ
と
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監

　
本
市
の

伺
う
。

市
長

　
国
政
選
挙
に
関
す
る
こ

と
の
た
め
、
見
解
を
述
べ
る
の

は
差
し
控
え
る
。

問
　
本
市
の
低
い
投
票
率
を
ど

う
捉
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　

本
市
の
投
票
率
は
、
県
内
19
市

中
16
番
目
と
低
い
状
況
で
あ
っ

た
。
今
後
も
選
挙
や
政
治
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問
　
二
重
投
票
の
原
因
は
何
か

伺
う
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　

調
査
の
結
果
、
二
重
投
票
は
な

く
、
投
票
受
付
シ
ス
テ
ム
の
確

認
不
足
が
重
な
っ
た
こ
と
が
原

因
で
あ
る
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化

問
　
小
・
中
学
校
の
給
食
費
を

無
償
化
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
幾

ら
か
か
る
の
か
、
ま
た
無
償
化

把
握
に
つ
い
て
伺
う
。

産
業
振
興
部
長

　
調
査
を
行
っ

て
い
る
が
、
内
容
に
食
い
違
い

が
あ
り
、
日
産
車
体
と
確
認
し

な
が
ら
進
め
な
け
れ
ば
難
し
い

と
の
感
触
を
持
っ
て
い
る
。

問
　
関
連
事
業
者
へ
の
資
金
繰

り
に
つ
い
て
、
市
独
自
の
対
策

を
検
討
し
て
い
る
か
伺
う
。

産
業
振
興
部
長

　
検
討
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

湘

南

海

岸

公

園 

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン 

整
備
・
管
理
運
営
事
業

問
　
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
約
６
億
２
千
万
円
が
、
１
億

３
千
万
円
余
り
に
減
額
さ
れ
た

経
緯
と
原
因
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長

　
令
和
６
年
５

月
の
概
算
要
望
後
、
県
の
助
言

を
得
な
が
ら
精
査
を
行
い
、
７

年
２
月
に
３
億
９
千
万
円
程
で

本
要
望
を
行
っ
た
。
減
額
の
原

因
は
、
国
の
予
算
の
範
囲
内
の

配
分
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
市
が
負
担
す
る
額
の
２
分

の
１
を
、
国
が
支
援
す
る
と
説

明
し
て
き
た
。
本
市
は
減
額
さ

れ
る
可
能
性
を
い
つ
か
ら
把
握

し
て
い
た
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長

　
７
年
２
月
に

金
額
を
下
げ
て
本
要
望
し
た
時

点
で
、
減
額
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。

問
　
国
が
示
し
て
い
る
Ｐ
ａ
ｒ

ｋ
―

Ｐ
Ｆ
Ｉ
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
、
案
内
板
な
ど
は
補
助
対

象
外
施
設
と
し
て
明
記
さ
れ
て

い
る
が
、
暫
定
要
望
額
に
入
れ

て
い
た
。
間
違
っ
た
金
額
を
計

上
し
、
説
明
し
て
き
た
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

都
市
整
備
部
長

　
幅
広
く
交
付

金
を
得
る
た
め
に
、
概
算
要
望

を
し
た
。

問
　
国
の
活
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
見
て
い
る
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長

　
資
料
と
し
て

は
見
て
い
る
。

問
　
案
内
板
な
ど
は
対
象
外
と

さ
れ
て
い
る
が
、
い
か
が
か
。

都
市
整
備
部
長

　
交
付
金
の
要

綱
で
は
、
特
定
公
園
施
設
の
整

備
に
対
し
、
地
方
公
共
団
体
が

負
担
す
る
費
用
の
２
分
の
１
と

記
載
が
あ
り
、
こ
れ
を
根
拠
に

概
算
要
望
し
た
。

問
　
２
分
の
１
に
す
る
た
め

に
、
認
め
ら
れ
て
い
な
い
金
額

を
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
見

解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長

　
幅
広
く
要
望

す
る
た
め
に
入
れ
た
。

問
　
今
ま
で
議
会
へ
の
説
明
が

な
か
っ
た
。
議
会
軽
視
だ
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

都
市
整
備
部
長

　
補
助
金
の
見

込
み
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
、
今
議
会
で
の
上
程
と

な
っ
た
。

排
外
主
義
へ
市
の
対
応

問
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
分

野
で
外
国
人
が
優
遇
を
受
け
て

い
る
事
例
は
あ
る
の
か
伺
う
。

市
民
部
長

　
優
先
的
な
扱
い
を

す
る
事
例
は
な
い
。

へ
の
見
解
を
問
う
。

教
育
長

　
食
材
費
の
価
格
高
騰

も
あ
り
、
小
学
校
で
年
間
約
６

億
７
千
万
円
、
中
学
校
で
約
３

億
７
千
万
円
か
か
る
。
無
償
化

は
国
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続

市
庁
舎
は
駅
か
ら
距
離
が
あ

り
、
大
規
模
災
害
時
に
災
害
対

策
本
部
の
使
用
が
想
定
さ
れ
る

た
め
、
一
時
滞
在
施
設
の
指
定

は
検
討
し
て
い
な
い
。

問
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監

　
情
報
提

供
は
大
切
で
あ
る
。
適
切
な
情

報
提
供
に
努
め
る
。

龍
城
ケ
丘
公
園
整
備 

説

明

と

違

う 

４

億

円

で

申

請

問
　
市
は
、
社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
の
交
付
対
象
に
認
め

ら
れ
て
い
な
い
経
費
を
要
求
額

に
含
め
、
当
初
予
算
で
計
上
し

た
約
６
億
２
千
万
円
か
ら
、
実

際
は
約
３
億
９
千
万
円
で
国
に

き
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

た
い
。

問
　
中
学
校
ま
た
は
、
中
学
１

年
生
だ
け
で
も
無
償
化
で
き
な

い
の
か
伺
う
。

教
育
総
務
部
長

　
現
在
も
保
護

者
負
担
の
軽
減
策
と
し
て
、
全

児
童
生
徒
一
律
に
約
１
億
７
千

万
円
の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問

　
平
塚
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
　
高
齢
者
が

移
動
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　

平
塚
市
非
正
規
職
員
（
会
計
年

度
任
用
職
員
）
の
現
状

日
産
車
体
湘
南
工
場
の 

今
後
と
市
へ
の
影
響

問
　
商
用
車
の
生
産
が
終
了
す

る
が
、
影
響
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長

　
日
産
車
体
か

ら
説
明
は
な
い
。

問
　
６
月
議
会
で
、
日
産
車
体

の
従
業
員
か
ら
商
工
会
議
所
な

ど
へ
の
相
談
は
な
い
と
答
弁
が

あ
っ
た
が
、
現
状
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長

　
現
在
も
相
談

は
な
い
。

問
　
市
内
関
連
事
業
者
の
状
況

し
ら
さ
ぎ
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

戦
後
80
年
と
平
塚
市
の
平
和
行
政

「
第
四
の
被
曝
」
が
表
面
化

は

た 

文

昭 

議
員

日本共産党平塚市議会議員団

所 属 議 員

松本 敏子 議員

龍
城
ケ
丘
整
備
事
業
の
国
補
助
金

減
額
と
市
負
担
大
幅
増
額
を
問
う

髙

山 

和

義 

議
員

し ら さ ぎ・ 無所属ク ラ ブ

所 属 議 員

渡部 り ょ う  議員 元島 し ん 議員

市
長
は
正
し
い
情
報
を

市
民
と
議
会
に
示
し
て
ほ
し
い

江

口 

と

も

こ 

議
員

津波警報の発表により 電車が止まっ た平塚駅改札

、


